








「亀山市総合福祉計画にかかるヒアリング結果まとめ」について、委員会後に頂いた

ご意見。 

Ⅰ．地域ヒヤリング 

 Ⅰ．地域における福祉活動について 

  ４．担い手不足の状況 

    ・現役でも担えるようにする｡ 

    ・報酬の確保｡ 

    後継者がいなくて困るのであれば､お金を出し合って､有償のボランティアをお

願いし､それも無理なら､業務を委託するしかない｡お金は､行政も含め､みんなで

考えるしかない｡ 

Ⅱ．地域における社会資源について 

 ３．移動支援について 

  ・乗合タクシーについて、福祉目的なら､Door to Doorが必須｡現在の乗合率なら､

Door to Doorにしても､コストもそれほど変わらない｡コストを下げるなら､ＡＩ を

活用したルート設定にすべき｡ 

  ・障がいがあると､特性上､福祉タクシーでも､一人では､乗車が困難な場合があり､気

の知れた親御さん等のチームでの移動支援が必要｡ 

Ⅲ．分野別の地域課題について 

 ２．障がい者等との関わりの状況 

  ・高齢者や障がい者､その家族は支援を受けるだけでなく､できることは支援する側

になる｡ 


